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　 ROZOS（グローゾス）」は、パリキアか
ら東に延びる港から1分程陸地側に歩

いた場所にあるアパートメントホテルだ。営業
形態は、日本でいう素泊まりの民宿のようなもの。
基本的に宿泊客に対しホテル的なサービスは
なく、レセプションもなければルームサービス
もない。バルコニーの付いた六つの客室はキッ
チンの有無などが異なるが、いずれも十分な設
備が備えられている。エーゲ海の庶民生活を
地元の相場で過ごすには最適なホテルだ。掃
除やベッドメイクなどのため、経営者家族の誰
かは常にいるのでセキュリティーにも不安はな
い。加えて、時間が合えばフェリーの到着時刻
に港まで迎えに来てくれる。この適度な距離の
気遣いが気楽さを保ち、休暇にふさわしい穏や
かな印象だった。
　アパートメントの前庭には、陽差しを和らげ
る木材のパーゴラが組まれ、広い屋外ラウンジ
になっている。そこには、ビーズチェアなどが
置かれ、宿泊客が気ままに過ごせる。有名観光
地は見どころや遊びどころが多くあり、のんび
りと過ごす決断がままならない。ここでは、自
分のために時間を楽しむには、シンプルで快適
な環境が良いのだと気付かされた。

G

GROZOS

エーゲ海の生活感覚を感じられるアパートメントホテル

所在地：Leivadia, Parikia, Greece
URL：http://www.grozosrooms.gr
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ヨーロッパのホリデースタイルとリゾートライフ、
その建築から料理までの表裏を探訪する

ヨーロッパ  リゾートスポット探訪記
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　 ロス島の埠頭は、天然の入り江に囲まれた島の中心パリキアにあり、船は30 m四方のコンクリートが海に張り出した桟橋に到着する。港の出口には、ロー
タリーがあり風車をかたどった建物が迎えてくれる。港周辺はカフェやレストランが集まり、ギリシャ料理店「HELLAS（ヘラス）」はその一つだ。特に目を

引いたのは、テーブルとイスのセットが全て違い、骨董品店や家具店のようなたたずまいであり、どこの席に座るかから楽しめる。また、テラス席のライトスタンドや
並べられた本などは、まるで室内のような雰囲気。インテリア好きのオーナーの趣味もあり、外で食べるのが自然なギリシャのスタイルを、より開放的に見せていた。
　旅行サイトでも評判のレストランだが、昼はギリシャのファストフードであるギロス（柔らかい厚手のピタで包んだケバブサンド。ギリシャは主に豚肉）などもあり、
庶民価格で気軽に楽しめる。こういう店が至る所にあるのは、人気観光地から少しだけ外れている立地だからだろう。

パ

1
所在地：Port Parikia, Parikia, Greece
URL：https://www.facebook.com/BBQTaverna
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HELLAS

テーブルとイスのセットが全て異なるギリシャ料理店

　エーゲ海では、海は古代から道として使われ、島々は大型の
フェリーでつながっている。パロス島はエーゲ海のほぼ中央
に位置し、ギリシャ・アテネのピレウス港からフェリーで約5

時間で到着する。エーゲ海の夏は乾燥した気候のため、雲の
少ない快晴の日が多く、ヨーロッパにおける魅力的な夏のバカ
ンス地になっている。ヨーロッパでは、エーゲ海は東南の端と
いう感覚。そのため、サントリーニ島やミコノス島を除けば観
光ビジネスの雰囲気は強くなく、白い壁面の街並みは同じだが、
家族経営の小規模な宿やレストランがほとんどになり、かなり
手頃な費用で過ごせることはあまり知られていない。アジア
の有名リゾートと比べても相場は高くなく、予算を気にせず快
適な乾いた空気の中で「暇」を楽しめる。パロス島にはブラン
ドショップもハワイのようなアミューズメントパーク化された
ビーチも見当たらない。至ってローカルで素朴な、エーゲ海で
定番の「白い街」と「エメラルドグリーンの海」を飽きるまで味
わえる、本来の楽しみ方が体験できる島の商業感覚を紹介する。

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）　取材／沈  暁玉
現地コーディネーター／ヴェリス千賀子

Paros Island （ギリシャ）
今月の探訪地
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　 7年の歴史がある「L’ Antica Trattoria

（アンティカ トラットリア）」は3代続く
レストラン。現オーナーのアルド氏はイタリア
とスイスの一流レストランでキャリアを重ねた後、
家業のレストランを継いだ。店内は屋外のガー
デンエリアと屋内の席に分かれており、雨の少
ない夏は、ガーデン席をメインに営業している。
日よけとして天井を這うのは葡萄の木。淡黄の
壁に飾られたプレートや鉢、床のタイルは大人
な可愛らしさを感じられた。屋内空間はピンク
を基調にし、中世の邸宅を想起させる。所狭し
と飾られた壁面の絵画や飾り棚のアンティーク
を見て、誰が内装をデザインしたのか聞くと、毎
年オフシーズンに家族で一つひとつ小物を選
び並べているのが積み重なった結果だという。
世界の観光地という恵まれた環境にも関わら
ず、おいしい料理、美しい空間に加え、丁寧なも
てなしも追求。その真摯さは、冷めたエスプレ
ッソを出し直す姿勢にも現れ、一流のホスピタ
リティーが垣間見られる。古いものを大事にし、
豊かな空間をつくり出す姿勢には、「適度な規模」
と「時間の余裕」について考えさせられた。

　 レントの中心部から海沿いに西へと15分程歩くと、ホテル「La Tonnarella（ラ トナレラ）」は現れる。貴族の夏の別荘だった建物を、約70年前に現オーナ
ーの祖父が改装しホテルとして開業した。世界的な知名度の割に規模が小さなソレント。しかし、その絶景スポットは数知れず。中心部から1km程離れると、

海抜が100 m程高くなるため、ソレント市街からベスビオ山までのナポリ湾のほとんどが一望できる。このレストランも、そんなスポットの一つ。崖の下にはプラ
イベートビーチがあり、上下移動を容易にするため、崖を掘った小さなエレベーターが設置されている。

ソレントは、夏はヨーロッパ中から人々が休暇を過ごしに
来る、日本でも名が知られた景勝地。崖の上の街には、わ
ずかな平地しかなく、都市化とは縁がない土地である。そ
れが幸いして古き良き街のまま残っている。レストランな
どが集まる主要なエリアは1 km四方という小さな範囲に
収まる。人口は1万7000人程で、3代続くホテルやレス
トランも少なくない。ナポリ湾を見渡す美しい風景ゆえに
集客の心配はなく、品質の高さや伝統文化を大切にして
成り立つ小規模な商売の素地が感じられた。11月から3

月までのオフシーズンは多くのホテルやレストランが休業
し、翌年のための改装や修繕期間を経て長期休暇に入る。
7カ月で1年分の収益を生み出す屈指の観光地を歩いて
感じたのは、「企業成長を優先しない家族経営による豊か
な生き方」。家族を核としたスモールビジネスを紹介したい。

WORLD
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STYLE
ヨーロッパのホリデースタイルとリゾートライフ、
その建築から料理までの表裏を探訪する

ヨーロッパ  リゾートスポット探訪記

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）　取材／沈  暁玉
現地コーディネーター／中村綾見　取材協力／イタリア政府観光局 (ENIT)

新連載

La Tonnarella

ナポリ湾を一望できるホテル

ソ
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所在地：Via Capo, 31 Sorrento Italy
URL：http://www.latonnarella.com
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L' Antica Trattoria

3代続く、一族でつくり上げた内装空間

所在地：Via Padre Reginaldo Giuliani, 
33 Sorrento Italy
URL：https://www.lanticatrattoria.com/
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　 00年続く、醸造所＆バーであり、アテネ有数の観光地にもなっているのが「Brettos（ブレットス）」だ。その歴史もさることながら、天井まで伸びる壁2面
の棚一杯に並べられた40種類を超える自家製リキュールボトルのライトアップには、外の通りからでも目を奪われる。

　自社の醸造所でつくられるギリシャの地酒ウゾーやブランデーの樽が並べられた棚は、まったく渋くない大人な無邪気さを感じさせる。この「大人可愛い」に、
日本のディスプレイではあまり見られないヨーロッパ的な明るさが垣間見える。
　撮影をしていて、棚が微妙に歪んでいてカメラの垂直を決めるのにかなり悩んだ。建物のゆがみもあるのだろうし、当時手に入った木材でつくったのだろうか、
目で見ても歪みが分かるほどだった。その年季の入った狂いが、絶妙な居心地の良さをつくっている。高いスツールも、非常に堅牢で、座面のところどころが剥
げるほど使い込まれている。古代ギリシャから彫刻でも多用されていた大理石が、ここではテーブルとして長く使われて、ツヤのないザラッとした感触になっていた。

　ギリシャの総面積は神奈川県の6倍程。首都アテネを歩くと、
街のにぎやかさなどは、横浜と似ている印象がある。ヨーロッパ
の都市に立って日本を鑑みると、日本は大きいと改めて気が付く。
ギリシャを始め、ヨーロッパは1000万人単位の人口規模で国家
が成り立っている。EUがなぜ国家の集合を必要としたかを実感する。
　日本でギリシャといえば、経済破綻国であり国家の体を成して
いないように語られる。しかし現実は、外国人旅行者であっても
無料で診療を受けられるし、雇用も基本的に正規雇用以外は認め
られていない。諸問題はあるにせよ、福祉も雇用も基準が高いのだ。
　街は、一部の地域を除けば、危険な雰囲気に出会うことはなく、
活気もある。大都会であるアテネは、文化や発想を発信するさま
ざまな場所や建物が存在する。そのフォルムは非常に大胆で、思
い切りが良く、振り切った感じがある。有史以前から海洋民族だ
ったギリシャ人は、地勢上、中東はもとより黒海沿岸の民族とも関
わって生きてきた。違うものや新しいものを取り入れるということ
が自然な民族性に加えて、古代から圧倒的に優れた文化をつくっ
たという無意識の自信が、変化を恐れないのではないかと思えた。

WORLD
RESORT
STYLE
ヨーロッパのホリデースタイルとリゾートライフ、
その建築から料理までの表裏を探訪する

ヨーロッパ  リゾートスポット探訪記

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）　取材／沈  暁玉　
現地コーディネーター／ヴェリス千賀子

Brettos

ヨーロッパの朗らかさを持った100年続く醸造所 & バー

1

所在地：Kydathinaion 41 Street Athens, Greece
URL：https://www.facebook.com/brettos.plaka
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1

COCO-MAT Hotel Nafsika

ベッドブランドの製品を体験するコンセプトホテル

2

　 OCO-MAT Hotel Nafsika（ココマット・ホテル・ナウシカ）」があるアテネ郊外のキフィシアは、
日本でいうならば東京の自由が丘のようなところであり、低層の高級住宅地だ。商業エリア

には質の高い飲食店が集まり、若い世代に人気の場所になっている。
　ココマットはヨーロッパ・アメリカには多数の店舗があるベッドのブランドで、同ホテルはメーカー
の名前を冠した住空間のコンセプトホテル。自社ブランドのベッドや家具で構成されている。天然素
材を使用した家具はナチュラルで丈夫。全体的にゆるさのあるカラフルな色使いには、エーゲ海に面
するギリシャのカラーが感じられた。
　ホテルの客室は、友人宅の客間というような印象で、メゾネットスイートになれば、良質な家具で構
成された、インテリア雑誌の部屋のような洒落た居心地の良い空間になっていた。
　1階はレセプションと自社ブランドのショップ、朝・昼・晩の食事をおこなうダイニングレストランが
一体化している。ここにあるテーブルやイス、ソファも自社のものだ。一泊という時間を使って、食事
を含めた居住空間全てを提案するというのは、ブランドにとっても宿泊客にとっても有意義なプレゼ
ンテーションになると感じられた。

C

所在地：Pellis 6, Kifisia Greece
URL：https://nafsika.coco-mat-hotels.com/
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　 ラスからポジダーノの風景を楽しめ、世界のセレブリティーが泊まる宿「Le 

Sirenuse Hotel（ル・シレヌーセ ホテル）」。サー
ビスは、宿泊客に対して過剰な低姿勢ではない。
しかし、スタッフには客への敬意があり、プロフ
ェッショナルな堂々とした仕事ぶりから安心感
が伝わる。それが客として、ふさわしい場所に
いるという満足感を与えてくれる。
　ホテルの外壁はポンペイをイメージさせる赤
だが、これみよがしな高価な外壁ではない。庶
民的な意味での豪華さがあるわけではなく、目
立たなく静かで、品格を感じさせる。部屋を見
ると、まったくしわのないシーツや、傷一つない
グラスなどに丁寧な仕事が見える。磨かれた手
書きタイルの床など、部屋の隅まで気遣いが及
んでいた。
　普段から裕福な生活を営むゲストが求めてい
るのは、自宅のようにリラックスできる居心地
の良さ。それでいて必要な時に完璧なサポート
を提供し、それ以外は放っておいてくれる。こ
の絶妙な気遣いに、ホテルが客層を理解してい
るのが分かる。長い滞在になるほど、常に恭し
い事が満足感につながるわけではないのだ。
　皿から盛り付けまで美しい造形が見られるレ
ストラン「La Sponda（ラ・スポンダ）」。食材の
品質は非常に高く、内臓が取られた魚の腹は、
味が濁らないよう布を詰め納品され、鶏ガラさ
えもブランドのタグが付いた丁寧に処理された
ものだった。

テ

Le Sirenuse Hotel e La Sponda

セレブリティー御用達、絶景ホテル
所在地：Via C. Colombo, 30, Positano, Italy
URL：http://sirenuse.it
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　 ヴェッロは、アマルフィーからバスで20分程険しい坂を登った山の頂にある。
細長く切り立った狭い土地は、中世キリスト教
の修行の地であり、多くの教会が今でも残って
いる。「Hotel Parsifal（ホテル・パルシファル）」
は山頂の北斜面に1288年につくられた修道院
跡地を修復し、ホテルとしてよみがえらせたもの。
中世の気配を見事に再現した建物は、イタリア
の建築修復技術の高さが感じられる。
　そして、このホテルの構成要素として、ティレ
ニア海の絶景が挙げられる。イタリアは、風景
に限らず都市部であっても、借景を取り入れた
デザインが見事だ。
　三代目になるホテルのオーナー、アントニオ
は世界の有名ホテルで働き、最後はヴェネツィ
アの歴史的遺産でもあるホテル「ダニエリ」の
マネージャーを経て故郷に戻った。そうした世
界のセレブリティーが滞在した最高級ホテルの
ノウハウを持ちながら、彼のホテルは高級を志
向してはいない。故郷ラヴェッロを、1年を通し
て人気のある観光地に盛り上げたいという思い
から、地元のプロジェクトとしてコンサートや
ワーグナー音楽祭を開催。音楽の都として多く
の人が訪れるようになっている。故郷への強い
愛情にイタリアのDNAを感じた。

ラ

Hotel Parsifal Antico Convento del 1288

最高級ホテルのノウハウを持った修道院ホテル

所在地：Viale Gioacchino d'Anna 5, Ravello, Italy
URL：http://www.hotelparsifal.it

D ATA 
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VERNACULAR SHOP DESIGN

VERNACULAR
SHOP DESIGN
世界の街を訪ねて

イスタンブール／トルコvol.25

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）

TAXIM HILL HOTEL

ヨーロッパサイドの地区の高台に位置するタクシム広場に
面して建つ「タクシム・ヒル・ホテル」。抑えた色味ながら、
装飾的なインテリアとシャンデリアが目を引く。エントラ
ンスの床には、トルコの魔除け“ナザールボンジュー”をモチー
フにしたパターンが描かれていた。魔女の屋敷のようなデ
ザインのレセプションロビーを含め、古い建築物のため天
高は低いが、この閉鎖感がむしろ魅力を醸し出していた。

トルコはヨーロッパとアジアにまたがり、各地方で多様な文化
を持っている。イスタンブールはその要として、両大陸の文化
を融合しながら現代に至っている。だが普段、日本に入ってく
るトルコの情報は、国際情勢と観光地としての歴史遺産の話が
ほとんどではないだろうか。
イスタンブールの商業施設は、特徴的な気候と、街のほとんど
を占める古い建築物の影響を非常に大きく受けている。夏の東
京の湿度は65～80%なのに対してイスタンブールは20～35％で、
風が流れれば、オープンテラスは室内より快適である。また、
新市街ですら550年の歴史を持ち、イタリア以東からアフリカ
沿岸までを手中にしていたオスマントルコ帝国の栄華の残る建
築物を、安全性のためであっても安易に建て替えることはない
だろう。
そうした状況の中で古代と現代の要素が混ざり合い、変貌を繰
り返しながら機能しているのが興味深い。それこそがイスタン
ブールの魅力だと思った。

MIKLA

トルコ・アナトリア地方のキュイジーヌ・レスト
ラン、「ミクラ」。料理の評価も高いが、ロケーショ
ンが素晴らしい。ミクラは高層ビルの最上階フ
ロアのレストランと、ルーフトップバーで構成さ
れており、オリジナルカクテルも見事な味わいだっ
た。ガラス張りのテラス席からはボスポラル海
峡やアジアサイド、金角湾、旧市街と、イスタンブー
ルのほぼ全てが眺められる。抜けの良い空の下
に吹き抜ける風は心地良く、イスタンブールの地
にいることの臨場感を与えてくれる。
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アルゼンチンにおいて牧場や農園のオーナーになるということは、
日本でいえば IT企業の創業者になることと同様な憧れを持
たれる仕事である。日本の会社経営者は有能な企業づくりを
目指し忙しく働き、人材によって価値を生み出すが、アルゼ
ンチンの農園のオーナーは土と共にゆったりと暮らし、土か
ら恵みを生み出すのが良しとされる。このワイン農園をリゾ
ートという可能性で捉えたのがワインツーリズム。ワイン農
園内のブドウ畑や蔵、醸造所なども含めてワインを楽しんで
もらう、滞在型の提案である。アルゼンチン政府も後押しす
るエコツーリズムであり、今後の更なる発展が見込まれる。

VERNACULAR
SHOP DESIGN
世界の街を訪ねて

メンドーサ／アルゼンチン　vol.11

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）

BODEGAS 

SALENTEIN

見える土地すべてがワイナリー「サレンティン」のブ
ドウ畑であった。その広大な土地の真ん中にポツンと
見えるのが、地下貯蔵庫へ続く建物。向かい合った場
所には教会があった。入り口からすぐの場所に並んで
いる醸造タンクは繊細な温度管理がされており、醸造
過程に樽内で発生する自然熱を循環させる構造になっ
ている。地下貯蔵庫の広場のような空間では、コンサー
トも開かれる。アルゼンチンではワイナリーはお祝い
事の会場であり、結婚式場でもある。その広場から四
方に巡らされている入り口の先には貯蔵庫が更に続く。
これは地下都市のレベルであり、日本では認識されて
いない、豊かな南米という真実がここに見られる。

VERNACULAR SHOP DESIGN
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ローマが古代と中世を伝える都市であるなら、ブエノスアイ
レスは中世と近代の境目にたたずむ。多くの建物は築200年
近くに及び、そこに存在する美しさもまた100年を軽く過ぎ
ているものである。もし人間が確実に進歩しているとすれば、
新しい建物はより美しく、素晴らしくなっているはずだが、そ
うなっていないのは美意識の違いではないだろうか。地中海
やヨーロッパの美意識は、過去を積み重ねて表現するもの。
新大陸のそれは過去を切り離して未来を目指すものであるこ
とが多いが、南米大陸の国々はその例外で、圧倒的に過去を
積み重ねている場合が多い。
アルゼンチンは栄華を極めた時代を経て、現在まで低迷が
続く。だが、この都市は贅沢であり続ける。その “贅沢”とは
予算を掛けるということではなく、最大限に想像力を膨らま
せることだとブエノスアイレスは教えてくれる。

VERNACULAR
SHOP DESIGN
世界の街を訪ねて

ブエノスアイレス②／アルゼンチンvol.13

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）

VERNACULAR SHOP DESIGN

EL ATENEO

古くなり廃墟になりかけたオペラハウスが、書店として再生された「エル・ア
テネオ」。雑誌や新聞社が ”世界で最も美しい書店”と銘打ち、美しい空間を
持つ書店を選出することがあるが、そこでも度々選出されている。空間は時
間と手を掛けた分だけ美しくなり、アイデアと想像力を積み重ねただけ魅力
的になる。ここで確信を持ったことだった。ステージがカフェになっており、
観客席だった書籍の売り場が見渡せる。真ん中の最前列に陣取れば、かつて
この場で演じたであろうオペラの演じ手たちの視線も楽しむことができる。
客席は全てゆとりを持った書棚で埋め尽くされていて、中央に吹き抜けを設
けた大空間。もし同じ仕様で書店を新たにつくる場合、一体どれだけのプレ
ゼンをすれば理解が得られるだろうか。ここで出合う体験は、単に本を購入
するだけではない。
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●●●●●●●●●

「■■■■」はおもちゃ箱がイメージされるよう
なカラフルなレストラン。家族経営の店だという。
店先には、子供用のようなサイズの10人掛けのテー
ブルがあった。観光客がビーチやワイナリー巡り
で空いている昼下がり、店主と家族がゆったりと
過ごす姿に、幸福そうな空気が感じられた。

ボスジャ島には小さなホテルが多く、宿泊者用
のディナーレストランが併設されていることは
少ない。観光客は地元のレストランへ繰り出し、
おのおの気に入った店で料理を楽しむ。屋外に
吊られた照明は、言ってしまえばチープだが、「島」
という気分を魅力的に演出していた。毎夜、乾い
た空気の下で新鮮なシーフードがテーブルに並ぶ。

VERNACULAR SHOP DESIGNトルコの海はボスポラス海峡を境に、北は黒海へつながり、南
はマルマラ海を経てエーゲ海、地中海へとつながる。ボスジャ
島はエーゲ海に面し、中世ベネチア共和国の要塞が残る。トロ
イの遺跡にも程近く、古代より交通の要所だった。
この島の石畳の街には、極彩色の花が咲き誇り、観光エリアの
ホテルやレストランは建物もカラフルな色彩をまとっている。
ボスジャ島は中世の香りを残す漁村だが、太陽と乾いた空気と
いう資産を最大限に利用し、アイデアとセンスだけで観光地と
しての空間を華やかに創出している。素朴なテーブルとイスが
置かれたレストランであっても、カラフルな色彩感覚と想像力
によって、魅力的なリゾートを生み出せることを実感した。

VERNACULAR
SHOP DESIGN
世界の街を訪ねて

ボスジャ島／トルコvol.24

写真・文／斎藤正洋（フォトグラファー）

SIMYON bance

itirli bahce

中空の窓による遠近感が絵画のようで目
を引いたレストラン「■■■■」。同系
色でまとめられたバランスの良さに加えて、
天井のない中庭が奥に続く様子は、エー
ゲ海の古代神殿のイメージに重なる。

「■■■■」はギャラリーカフェ。壁面にグラフィックが描
かれた入り口にはメニューボードもなく、個人住宅なのか店
舗なのか分かりづらいが、友人宅を訪ねるような心地良さを
生み出していた。中へと進むと、簡単な設備だが、エスプレッ
ソからトルココーヒーまでがメニューに並んでいた。木の葉
のシェードと乾いた島の気候が光のインテリアをつくる。ふ
と、あえて手を入れないデザインもあることに気がつく。


